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㸯㹆㸮㸳�

産総研のワーク・ライフ・バランス支援（�） 

㸫ఇᬤ制度利用ࡽみたワーク・ライフ・バランスの進ᒎ㸫 

 
 り（（独）産業技術総合研究ᡤ）ࡺᒣ⏣ 理㸪Ⳣ⃝ ṇᕫ㸪小ᮌ᭮ ┿ᶞ㸪ᮌᮧ さۑ

 

 

 
㸯 はࡌめに 

独立行政ἲ人産業技術総合研究ᡤ（௨ୗ、産総研）は「ከ様など点をもつ人ࠎがඹにാくことで研究

そのものが┿に㇏になり、より社会に有益なものになるとの確ಙのもと、⏨ዪのูにࢃりなくಶ

人の能力をᏑ分に発できる環境の実現（産総研⏨ዪඹ同ཧ画ᐉゝ>1@）」のため、ࢲイバーシティの活

用によるワーク・ライフ・バランス推進のための⫋場環境࡙くりを進めている。 

᪤ሗにおいて、産総研の取り組みとして、୍㡸りಖ育支援制度>2@、育ඣ特ูఇᬤ制度>3@、年次有

⤥ఇᬤと研究成果の関ಀ>4@、年次有⤥ఇᬤと育ඣ特ูఇᬤとの相関>�@なについてのሗ࿌を行ってき

た。 

ᮏሗ࿌では、2001 年の独ἲ化௨㝆、とりࢃけ 200� 年௨㝆の科学技術興ㄪᩚ㈝の支援により推進して

きた産総研のワーク・ライフ・バランス支援の現況をᢕᥱするため、年次有⤥ఇᬤの取得状況の分析を

行うともに、ワーク・ライフ・バランス支援の活動の中で 2010 年度に制定された特ูఇᬤのࡦとつで

あるㆤఇᬤについて、ᮏ制度がのように利用されているを、年次有⤥ఇᬤ取得なとの関ಀࡽ、

その有効性や課題について⪃ᐹを行った。 

 

㸰 年次有⤥ఇᬤの取得状況 

産総研では᪥常の出やఇᬤの管理がウェࣈ上で行ࢃれており、出に関連するྛ✀ሗがデータベ

ースࡽ取得可能となっている。そのためデータの関連性なのㄪᰝがしやすい環境にあり、ྛ✀制度

の利用ಁ進やᨵၿに役立てることが可能となっている。産総研⫋ဨの年次有⤥ఇᬤの᪥ᩘは、1 ᬺ

年において 11 ⟠᭶を㉸えた᪥ᩘをົした場合 20 ᪥がされ、また 20 ᪥を㝈度として⩣年に⧞り

㉺しができる。そのため、最大 40 ᪥の年次有⤥ఇᬤを取得することができる。 

 ᅗ㸯は、年次有⤥ఇᬤの 200� 年 1 ᭶ 1 ᪥ࡽ 2011 年 12 ᭶ 31 ᪥までの取得状況を┤᥋プロットし

たものである。まࡎ、年次有⤥ఇᬤを取得した⫋ဨ（研究⫋および事ົ⫋）に対し、総取得᪥ᩘがከい

㡰に␒ྕをし、これを⦪㍈に割り当てた。ᶓ㍈は間とし、㟷点が 1㹼3 ᪥の༢発的なఇᬤ、㉥

が 4 ᪥௨上のややまとまったఇᬤを⾲している。例えば⦪㍈の 2000 は、2000 ␒目に取得᪥ᩘのከい⫋

ဨを⾲しており、そのᶓ方ྥの点はఱ年ఱ᭶ఱ᪥に年次有⤥ఇᬤを取得したを⾲している。点のᐦ度

が㧗い期は体に取得⪅がከいことをពしており、年ᮎ年始、� ᭶連ఇ、お┅の期に集中してい

ることが確認できる。また、12 ᭶後半や 3᭶にも㟷点のᐦ度がやや㧗まるഴྥなもぢてとれる。⦪に

ⓑくᢤけているのは連ఇやᅵ᪥に相当する。（なお、ᅗ㸯は 200� 年 1 ᭶ 1 ᪥㹼2012 年 3 ᭶ 31 ᪥のデー

タࡽ┤㏆ 3 年分をษり出したものであるため、༢年の⫋ဨᩘ⣙ 3000 ྡに対し⦪㍈のᩘ値がᑡし大き

くなっている。またኟᏘ特ูఇᬤはྵࢇでいない。） 

 ๓ሗ>4@のように、200�㹼2010 年 2 年間の年次有⤥ఇᬤでは、研究⫋ဨの年次有⤥ఇᬤの取得᪥ᩘお

よびṧり᪥ᩘについては、取得᪥ᩘは �᪥程度まではࡰ同人ᩘ、それ௨上では減し、1�㹼20 ᪥でቑ

加してピークが生ࡌるഴྥにある。これはṧり᪥ᩘを 20 ᪥とし、⩣年の᪥ᩘを 40 ᪥にするためと

推 される。産総研では、2011 年 3 ᭶ 11 ᪥のᮾ᪥ᮏ大㟈⅏後の電力༴機対ᛂの୍環として、ᡤ内の事

業ᡤࡈとに、⫋ဨのኟᏘఇᬤ（ኟ期期間の連続した 3᪥間）の指定および当該㐌のᖹ᪥を出したᅵ᪥

との᭰ఇ᪥にすることにより、㸵㹼� ᭶の期間に事業ᡤ体を 1 㐌間༢位で㍯␒ఇ業し、┒ኟの電力

ᾘ㈝の低減をᅗった。そのような 2011 年 �㹼� ᭶の集中的なプロットは௵ពのఇᬤ取得ではないので、

㟈⅏による自Ꮿ待機等と同様、ᅗ中ࡽは๐㝖した。 

 ᅗ㸯に♧されるように、200�㹼2011 年度までの 3ࣨ年の年次有⤥ఇᬤ取得のഴྥは、⏦ㄳ௳ᩘが 200�

年� 1㹼3 ᪥ 2��00� ௳、4᪥௨上 42� ௳、2010 年� 1㹼3 ᪥ 2��432 ௳、4᪥௨上 40� ௳、2011 年� 

1㹼3 ᪥ 2���21 ௳、4 ᪥௨上 �42 ௳と、200�㹼2010 年の๓ 2 年にẚ㍑して、2011 年には明ࡽに⏦
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ㄳ௳ᩘがቑ加する

とともに、長期のఇ

ᬤ（ここでは連続 4

᪥௨上）の取得が進

ࡽことが明ࡔࢇ

である。 

このことは、どぬ

的には、2011 年に

おけるᅗ中の㟷点

のᐦ度のቑ加とと

もに、㉥点のቑ加を

分ᕸのᗈがりとと

もにᤊえることが

できる。 

 ᅗ 2 は、⦪㍈を 

ᅗ㸯と同様にとり、

ᶓ㍈を年ูのఇᬤ

取得ᅇᩘとしてഴ

ྥをプロットした

ものである。200�

年の㉥点にẚ㍑し

2010 年および 2011

年の㟷点、特に 2011

年のᅄゅ点がྑ上

方ྥにᣑ大分ᕸし

ていることがぢて

取れ、年次有⤥ఇᬤ

の取得の進ᒎを♧

している。 

産総研では、ワー

ク・ライフ・バラン

ス支援の重要課題

として、「いい事、

いいఇみ」のᶆㄒを

ᥖࡆ、ఇᬤ取得キャ

ン࣌ーンをᒎ開し

てきたが、2011 年の

年次有⤥ఇᬤの取

得状況のኚ化は、ᮾ

᪥ᮏ大㟈⅏のᙳ㡪

がᑡなࡎࡽある

とᛮࢃれる。㟈⅏に

よる研究中᩿は、研

究生活を⪃え┤す

機会あるいは㌿機

となった例がᑡな

ᡤ内でሗ࿌ࡎࡽ

されているが、㟈⅏

後の研究施設の

ᪧ㐣程や㍯␒ఇᬤ 

等の電力༴機の 

���� ᖺ 

ᅗ䠍㻌 ᖺḟ᭷⤥ఇᬤのྲྀᚓ≧ἣ（㻞㻜㻜㻥ᖺ 㻝᭶ 㻝᪥䛛䜙 㻞㻜㻝㻝ᖺ 㻝㻞᭶ 㻟㻝᪥）

㻞㻜㻜㻥 ᖺ

㻞㻜㻝㻜 ᖺ

㻞㻜㻝㻝 ᖺ

㻔᭶㻛᪥㻕
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対ᛂをዎ機に、ワーク・ライフ・バランスを⪃えるきっけとなり、年次有⤥ఇᬤ⏦ㄳの௳ᩘのቑ加と

長期のఇᬤ（連続して 4᪥௨上）の取得ᩘのቑ加に⧅がったとᛮࢃれ、結果としてᡤ内のワーク・ライ

フ・バランスのᾐ㏱が推進されたとゝえよう。 

 

㸱 ㆤఇᬤ制度のᴫ要 

 産総研においては、年次有⤥ఇᬤ、Ẽఇᬤ等のにワーク・ライフ・バランス支援のほ点もྵめ特

ูఇᬤが㡰次ᣑされ>3@、そのࡦとつであるㆤఇᬤは 2010 年 4 ᭶ 1 ᪥に制定された。 

⫋ဨ育ඣ・ㆤఇ業規程に定めるࠗ要ㆤ状ែ࠘にあるࠗᐙ᪘ （࠘௨ୗ、「対㇟ᐙ᪘」という）をㆤ

する場合（㏻㝔等のῧい、ㆤサービスの提供をཷけるために必要な手続きの代行等をྵࡴ）に利用

できる。なお、ㆤఇᬤにおけるࠗ要ㆤ状ែ࠘とは、㈇യ、、⪁㱋ཪは㌟体上ⱝしくは⢭⚄上の

യᐖにより、2㐌間௨上の期間にࢃたり「᪥常生活を営ࡴのに支㞀がある状ែ」をいい、「᪥常生活を営

のに支㞀がある状ែ」というのは、ㆤಖ㝤制度の要ㆤ認定をཷけている場合や、認定をཷけていࡴ

なくてもእ出するのにきῧいが必要であったり、㣗事をするのにຓが必要な場合をいう。 

ㆤఇᬤの期間は、୍ᬺ年（1 ᭶ 1 ᪥㹼12 ᭶ 31 ᪥）において、当該年のึ᪥ࡽ⏦出までの期間に

おける対㇟ᐙ᪘が 1人であれば �᪥、2人௨上であれば 10 ᪥の⠊ᅖ内（ᬺ年の中途に対㇟ᐙ᪘のᩘが減

ᑡし、ṧ᪥ᩘが減ᑡ後の対㇟ᐙ᪘のᩘに �᪥をࡌて得た᪥ᩘを上ᅇる場合は、上ᅇる᪥ᩘをṧ᪥ᩘ

 。る。）とし、1᪥、1間、1分༢位で取得が可能であるࡎ減ࡽ

特ูఇᬤのࡦとつとして制度化されたᮏఇᬤは有⤥ఇᬤであり、それまでのㆤఇ業制度にẚ㍑して

取得がᐜ᫆であることが特長である。 

 

㸲 ㆤఇᬤの取得状況 

ㆤఇᬤは、ㆤという事㇟に┤㠃

してࡽ取得するため、年次有⤥ఇᬤ

等と␗なり、ಶ人ಶ人の事とともに

分析すき㒊分もከく、༢⣧ẚ㍑は困

難である。今ᅇは、ẚ㍑的新しい制度

であるㆤఇᬤの取得状況を、年次有

⤥ఇᬤ取得との、あるいは᪤定のఇ᪥

である㐌ᮎとの関連でまとめた。ᅗ 3

に、制度創設௨来の 2ࣨ年のㆤఇᬤ

取得⪅について、年次有⤥ఇᬤの取得

を㟷（㐌ᮎ๓後連続の場合ⷧ㟷）、

ㆤఇᬤの取得を㉥（㐌ᮎ๓後連続の

場合はᶳ）で♧した。連続した᪥ᩘの

長さをの大きさで⾲現している。

ㆤఇᬤを取得している⫋ဨの、年次有

⤥ఇᬤ取得状況および㐌ᮎ等のఇᬤと

ㆤఇᬤの関連をぢると、㐌ᮎとの連

続した年次有⤥ఇᬤあるいはㆤఇᬤ

の取得のഴྥが現れており、また年次

有⤥ఇᬤを用し、ṧ᪥ᩘとのぢ合い

でㆤఇᬤを取得する場合な、それ

てఇᬤのやりくりをࡌれの状況にᛂࡒ

行いㆤにあたっていることがㄞみ取

れる。 

産総研においては、ࢲイバーシティ

推進の୍環として㝶開ദするワー

ク・ライフ・バランスセ࣑ナーの中に、

ㆤに関するㅮ⩏をシリーズ化して、

ᡤဨのㆤに関する支援を行ってお 

り、すでに 11 ᅇの開ദ実⦼を有する。 ᅗ䠎㻌 ┤㏆ � ᖺのᖺḟ᭷⤥ఇᬤྲྀᚓ≧ἣ 
（ྲྀᚓᅇ数）㻌

ᖺ 
ᖺ 
ᖺ 
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また、ఇᬤの✀㢮やṧ᪥ᩘをᢕᥱしやすく、ᐜ᫆に利用することができるఇᬤ⏦ㄳシステムを⫼ᬒに、

ㆤఇᬤ制度の࿘知、イントラネット等を利用したㆤに関する✀ࠎのデータ提供や、取得の実際例の

ᗈሗなにより、ㆤに┤㠃した⫋ဨの支援を行っている>�@。ㆤఇᬤ制度についても、その୍ຓと

し、ᑡなくともㆤ㞳⫋の事ែをᅇ㑊するく有効な制度としていくため、利用状況をὀどする必要が

あるとᛮࢃれ、現ᅾ、࿘㎶状況をྵࡴㄪᰝを⥅続している。 

研究⫋については、独ἲ化௨㝆㔞ປാ制が導ධされており、ㆤの対ᛂがẚ㍑的ᐜ᫆であること、

イントラネットの᥋続がእ㒊ࡽ可能なサービスがあることな、間と場ᡤに⦡ࡽれないテレワー

クの対ᛂが実ែとしてなされている事は、今後のワーク・ライフ・バランス支援のὶれにἢった

ㆤ支援のഃ㠃ࡽも特グすきとᛮࢃれる。 

 

㸳 まとめ 

産総研におけるワーク・ライフ・バランス支援の現状を、年次有⤥ఇᬤとㆤఇᬤの取得状況データ

の分析により⪃ᐹした。┤㏆ 3ࣨ年の年次有⤥ఇᬤのデータࡽは、ᮾ᪥ᮏ大㟈⅏௨㝆の特ᚩとしてఇ

ᬤ取得の௳ᩘと長期のఇᬤ（連続して 4᪥௨上）の取得のቑ加が㢧ⴭで、研究の中᩿と開に⮳る㐣程

で生まれたワーク・ライフ・バランスを⪃える機会が、ఇᬤ取得推進の効果をもたࡽしたと推ᐹされた。 

また、特ูఇᬤのࡦとつとして 2010 年度より導ධされたㆤఇᬤの取得状況を、年次有⤥ఇᬤ等と

の関連で分析したとこࢁ、年次有⤥ఇᬤ、㐌ᮎとの連続したఇᬤ取得な、ಶࠎの事にᛂࡌた特有の

取得ഴྥがぢて取れ、⫋ဨのㆤ支援のほ点ࡽ࿘㎶状況もྵめ取得状況をὀどする必要が♧された。 
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